
 

せきの風邪・おなかの風邪がはやりやすい時期になってきました。    

年末年始であわただしい時期と重なりますが、「備えあれば、憂いなし」。   

規則正しい生活で体を守り、予防接種や手洗いで風邪を防ぎましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

病児保育室だより  わかば ２０２３．１２月号     

解熱剤、正しく使って 

風邪で高い熱が出ると心配になるものですが、発熱は体が

病原体と戦うための生理的な反応。熱を下げることで治り

が早くなるわけではありません。 

どんな時に使う？ 熱が下がれば大丈夫？ 
 

熱で寝付けない、飲んだり食べたり 

できない時に飲ませましょう。 

 

ただ単に高熱だから飲ませるのではなく、

「睡眠をとって体力を回復させるため」、 

「水分をとって脱水を 

防ぐため」など、必要な 

時に使いましょう。 

効果が切れたらまた熱が上がります。解熱

の判断は２４時間以上熱が出ない時です。 
 
 

解熱の効果で熱が下がるのは５～６時間ほど

で、効果が切れたらまた熱が上がることがほと

んどです。引き続き様子をみて、 

静かに過ごしましょう。 

(解熱剤で熱が下がり、無理を 

させると返って病気が長引く 

恐れもあります。) 

 

インフルエンザの主な症状 受診するタイミングは？ 
 

インフルエンザが疑われる場合は、 

発熱後 12～48時間のタイミングで受診する

のが良いとされています。12 時間以内だと

ウイルスが少なくて正しい診断ができない

可能性があり、48 時間を過ぎると治療薬の

効果が薄れてしまうためです。 
 

突然の高熱 
(38℃以上) 
 

悪寒(寒気)  

関節痛   

倦怠感(だるい) 
  

風邪症状 
  

頭痛 
 

※子どもは急に症状が悪化することもあるので

気になる症状がある場合は早めの受診を。 

 

★まずは安静にさせる 
 
何より安静に過ごさせましょう。元気

な場合は無理に寝かしつける必要はあ

りませんが、部屋の中で静かに過ごし

て、治るのを待ちましょう。 

★水分補給はしっかりと 
 
発熱がある時は、体内の水分や塩分が

失われて、脱水を起こしやすくなりま

す。脱水症状を防ぐために、少量ずつ

こまめに水分を摂取させましょう。 

★異常行動に気をつける 
 
薬の服用に関係なく発熱から２日以内

に異常行動が発現する事が多いと知ら

れています。異常行動がある可能性を

知っておき、目を離さないように。 

★登園・登校できる日を確認 
 
出席停止期間は、学校保健安全法で

「発症した後５日を経過し、かつ、解

熱した後２日(幼児は３日)を経過する

まで」と定められています。 

☆利用の方法がわからない、初めての場所で大丈夫かしらなどご不明な点がございましたら

下記へお気軽にお電話ください♪（平日8-17時)見学も可能です。 

 

 
病児保育室情報 

お問い合わせ先 ℡０９０-１６６４-６７７９(病児保育室直通) 

年末年始のお知らせ 

Ｒ5.12.29(金)～Ｒ6.1.3(水)まで 

休室とさせて頂きます。 
※１/4(木)の利用は 8-10 時までに電話予約

をお願い致します。 

 

もえぎ野わかば保育園 
病児保育室 HP 

今年も皆様のご理解とご協力ありがとうござ

いました。来年も、子ども達と保護者の皆様に

親しみをもって頂ける、頼れる病児保育室とな

れますよう看護と保育に励んでまいりますの

で、どうぞよろしくお願い致します。 

よいお年をお迎えください。 

子どもがインフルエンザに！注意
点 


